教材名　　　　　　　色見本あわせー三角
開発の意図　色の弁別(省刺激)

感覚的に捉えている段階の児童に、色見本と同じ色の三角盤に三角木片を型はめさせる。
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指導方法

1 青凹盤に青の三角をはめ込ませる。

2 呈示盆に青、黄色の凹を並べる。

3 見本項の青色三角を手前に呈示し、同じ色の凹に入れるように指示する。

4 うまく型はめできたら褒めて、一旦提示盆を視界から外し、色の入れ替えをする。

5 青色の三角を手前に置き、同じ色の凹に入れるように指示する。

6 ○→④と同じ手続きで②の位置で試行させる。この後は乱数表的呈示で80％通過したら、次の色に切り替える。

7 ×→①と同じ手続きで確認をさせる。後に⑤の位置で試行。

評価・観察

　指示された色に三角を入れることができるか。

　どっちにいれるか迷う行動(考える)は観られるか。

